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1. 背景 
農地は，⼆酸化炭素（CO2）やメタン（CH4）といった温室効果ガス（GHGs）の主要

な排出源の⼀つである．特に⽔⽥は⻑期間湛⽔状態が保たれるため，嫌気的条件を好
むメタン⽣成菌の活動により，⼤量のメタンが発⽣する [1]．⽔⽥からのメタン排出を削
減するため，中⼲し期間の延⻑や交互湿潤乾燥灌漑により⼟壌を好気的に保つ灌漑⼿
法が提案されている．これらの灌漑⽅法による GHGs 排出抑制効果を評価するために
は，GHGs 排出量の測定が不可⽋である． 

GHGs 排出量を測定するもっとも簡易な⽅法として、クローズドチャンバー法が挙げ
られる．この⽅法では⽔⽥にチャンバーを設置し，蓋を閉めて密閉し，チャンバー内部
のガス濃度の変化からフラックスを算出する [2]．チャンバーが密閉されている間，シリ
ンジを⽤いてチャンバー内のガスを⼀定間隔で⼿動で採取する必要があり，採取した
ガスを実験室に持ち帰り，ガスクロマトグラフィーなどの機器を使って分析しなけれ
ばならない [3]．そのため，フラックスを連続的か
つ頻繁に測定することは⾮常に困難である．そこ
で本研究では，⾃動的に蓋を開閉し，その場でガ
ス濃度を測定できる⾃動開閉チャンバー（以下オ
ートチャンバー）を開発し，その性能を評価した． 

 
2. 実験⽅法 

開発したオートチャンバーを図１に⽰す．チャ
ンバー本体は無⾊透明な円筒アクリルチューブ
（外径 330 mm，厚さ 6 mm，⻑さ 1 m）を⽤い
て作成した．チャンバー本体とフタ（透明アクリ
ル円盤，直径 350 mm，厚さ 10 mm）をリニア
アクチュエーター（延伸⻑ 100 mm）によって接
続し，毎時 00 分に開き，30 分に閉まるよう制御
した．チャンバー内空気の攪拌およびフタ開放時
には外気との交換を促進するため，フタの下部に 	
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図 1 ⽔⽥に設置したオートチャンバー 

Fig. 1 Automated chamber installed in a 
paddy field. 
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DC ファンを取り付けた．チャンバーを地表⾯から 5 cm の深さまで差し込んだ基台（⾬
⽔マス⽤アジャスター，300D×300H, タキロンシーアイ株式会社）の上に載せ，⼀株
のイネに被せるように設置した．チャンバー内の温度，湿度および CO2 濃度を温湿度
CO2センサー（CO2 & Temperature & Humidity Sensor(SCD30), Grove）で，CH4 濃度
を可燃ガスセンサー(CGM6812-B00, Figaro)で測定した．また⽔⽥⽔位を⽔位センサ
ー(Standard eTape® assembly, 12-inch 300 mm, MILONE Technologies)で，体積含⽔
率を⼟壌⽔分センサー(WD5, ARP)で測定した．フタを閉じている間の CO2および CH4

濃度の変化から，de Mello and Hines[4]に基づきガスフラックスを計算した．実験地は
神奈川県伊勢原市の⽔⽥であり，実験期間は 2024 年 6 ⽉ 17 ⽇から 9 ⽉ 13 ⽇であっ
た．栽培品種はきぬひかりで，移植⽇は 6 ⽉ 6 ⽇，中⼲し期間は 7 ⽉ 15 ⽇から 7 ⽉
22 ⽇であった． 

 
3. 結果と考察  

図 2 に，6 ⽉ 22 ⽇（中⼲し前），7 ⽉ 21 ⽇（中⼲し期），および 8 ⽉ 26 ⽇（中⼲し
後）における CO2および CH4 フラックスの⽇変化を⽰す．CO2 フラックスは全期間を
通じて，⽇中は吸収，夜間は放出を⽰した．中⼲し期および中⼲し後の CO2吸収量は
午前中に最⼤となり，正午以降は減少する傾向が⾒られた．中⼲し期に⽐べて中⼲し
後は CO2吸収量が低下した．CH4放出量は⽇中に増加し，特に中⼲し期には中⼲し前
と⽐べて放出量が増加したが，中⼲し後には再び減少した．本研究で開発したオート
チャンバーにより，複数地点における温室効果ガスフラックスの同時測定が容易にな
ると期待される． 
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図 2 CO2 および CH4 フラックスの⽇変化 

Fig. 2 Diurnal variation of CO₂ flux and CH₄ flux. 
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